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ヘルマン・ヘッセは東洋と深く結びついた作家である。それゆえ、東洋をテーマとする先行研究は数

多く存在するが、ヘッセがなぜ生涯を通じて東洋と関わったのかは明確にされていない。また、適切で

ない東洋との関連付けや、未だ言及されていない箇所もある。加えて、ヘッセにとっての東洋とはイン

ド、中国、東南アジア、西アジアであるという前提が見られるが、作品を読む限り、彼の思い描く東洋

はそもそも現実の東洋と必ずしも一致していない。したがって本論は、ヘッセの言う東洋はどういった

ものなのかを『クリングゾルの最後の夏』を手がかりに明らかにし、次に、『シッダールタ』、『荒野の

狼』、『ガラス玉遊戯』を分析し、ヘッセが東洋をどのように受容したかを見ていく。これらの作業を通

して、なぜ彼が終生東洋と関わり続けたのかを検討する。また本論は、その過程においてこれまで見落

とされることの多かった彼の社会的側面も提示する。 

 第 1 章では『クリングゾルの最後の夏』からヘッセの言う東洋について考察する。準備作業として、

ヘッセがイタリアや東南アジアをどのように受容したかを見ていく。『ペーター・カーメンツィント』

では、「南・健康／北・病弱」という図式が見られ、ヘッセにとって南は救済の地として機能していた

ことがうかがえる。その後、ヘッセの関心は南から東へと転じるが、現実の東南アジアを体験すること

で東は救済の地と失望の地という相反する意味を持つようになる。もはや東を全面的に賛美することは

できず、そのためにヨーロッパに属するが言語や気候が違うイタリア語圏スイスという南がより現実的

な理想郷として機能するようになる。イタリア語圏スイスに転居後執筆された『クリングゾルの最後の

夏』はその地が舞台であるが、東洋的な要素が見られる。それにより南と東が合一し、ヘッセ独自の東

洋である〈東方〉が形成される。そのことは彼が実際の地理関係に重きを置いていないことを示唆する。

主人公に注目すると、彼が没落について語る場面がある。それはヘッセが東南アジア旅行後に内面を探

求した結果、自身の没落をも認めなければならないという見解に至ったことの表れである。ヘッセの言

う没落は再生と表裏一体の関係にあり、また本作品では、人間が自然と分化されていない世界へと還っ

ていくさまによってイメージされる。そのような世界は、本作品の言葉を借りて「原始世界（Urwelt）」

と名付けることができるが、東南アジアで見た原始林（Urwald）が「原始世界」のイメージ形成に寄与

していると考えられる。このように、東南アジアは意義を失ったわけではなく、抽象化され、最終的に

存在物の揺籃の地を意味するようになる。「原始世界」は本作品の舞台とクリングゾルの自画像上に現

れ、ヨーロッパと一個人の没落が暗示されるが、同時に、来るべき再生も暗示されることになる。この

ようにして、ヘッセは戦後に生きる人々に自身が置かれている状況を容認させ、また、その状況に積極

的意義を見出させようとしたと言える。 

第 2章では『シッダールタ』における老子の思想を分析する。また、キリスト教とインド思想と関連
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する箇所にも考察を加える。東南アジア旅行から年月を経ることで、ヘッセはその地での体験を失望や

西洋中心主義的思考を抜きに語ることができるようになる。また、旅行によって彼はインドから離反し、

中国がインドに替わる存在となり、特に老子は彼に多大な影響を及ぼすようになる。『シッダールタ』

の舞台をインドに、思想面を老子に関連付けることで、ヘッセはインドと中国との取り組みを総括した

と言える。このことを確認した後で、本作品における幼児のモチーフ、ヴァースデーヴァ、シッダール

タ、川を老子の思想から読み解く。作中、仏陀は幼児のようだと記述されるが、老子によれば徳を備え

ている人は幼児に喩えられる。先行研究において、本作品はヘッセの仏教との決別を表明していると主

張される。しかし、仏陀の描写から仏陀という人物は否定されていないと言える。シッダールタは、老

子や聖人の姿が反映されたヴァースデーヴァと、老子の言う絶対的存在であるタオが反映された川から

学び、結末部の場面にあるように、川すなわち絶対的存在と合一し最高の境地に達する。このように、

本作品には老子の思想が色濃く反映されているが、ヘッセは読者に老子の思想へ傾倒することを促して

いるわけではない。主人公が老子の思想に則って内的成長を遂げるのは、ヘッセがその思想から得た成

長を表すものであり、ヘッセ自身の歩みを表しているにすぎない。川や、作中頻繁に語られる愛は、老

子の思想だけでなくキリスト教やインド思想とも関連している。ヘッセは老子の思想に取り組むことで、

真理は国や時代の違いを越えて普遍であることを認識した。作中の愛や川によって、彼はそのことを提

示しようとしたと言える。読者はシッダールタの歩みを通して絶対的存在を自己の内に見出す過程を追

体験するが、その体験は作品が出版された当時のドイツ人だけでなく、国や時代の違いを越えて万人に

とっても可能である。 

第 3章では『荒野の狼』におけるインド思想および「合一」に注目する。主人公ハラーは、仮面舞踏

会において現実世界と自己との間に存在した垣根を取り払い、長年失っていた他者との結びつきを回復

する。本作品執筆時の時代背景を考慮すると、この場面には群集心理の肯定ともとらえられかねない危

うさがある。しかし仔細に見ると、この場面はヴェーダーンタ哲学の「汝はそれなり」という教えを反

映しており、群集心理の肯定とは無関係であることがうかがえる。「論文」やヘルミーネの発言からも

「汝はそれなり」という教えが読み取れるが、両者では表現できない、「汝はそれなり」があらゆる他

者に対して言いうることを仮面舞踏会の場面は表している。また、この場面は、ヘッセがインド思想や

老子の思想から生み出した「合一」という思想とも関連していると考えられる。「合一」には、絶対的

存在、また、絶対的存在の中で存在物が調和している状態という 2つの意味がある。本作品執筆時、後

者の意味が強調されるようになった一因は、作者自身の社会に対する嫌悪感および社会からの疎外感に

あると考えられる。ヘッセはハラーに不特定多数の他者との一体化を体験させることで、自身の他者と
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の関係性の問題に決着をつけようとした。しかし、本作品は仮面舞踏会の場面で大団円を迎えるのでは

ない。他者との一体化を体験した後、ハラーは魔術劇場で自身の内面と対峙する。このような物語の流

れから、ヘッセは全体の調和を重視する東洋的な考えを精神的支柱にすると同時に、個を尊重しようと

する態度も有していたことが明らかとなる。そのことは、ヘッセが東洋に盲従しているわけではないこ

とを示している。彼は東洋思想から他者との本質的な繋がりを認識することによって、逆説的にも自身

を取り巻く現実の群集にとらわれず自己を確立させる。 

第 4 章では、『ガラス玉遊戯』における「螺旋」を考察する。本作品には東洋に由来する生まれ変わ

りのモチーフが見られる。また、作中インドの世界観が語られるが、生まれ変わりもインドの世界観も

「循環」によって特徴づけられる。本作品でヘッセはこの東洋的な「循環」を西洋の進歩史観的「直線」

と合一させ、「螺旋」という新たな発展モデルを作り出す。彼は東洋、西洋のどちらか一方に偏重せず、

それらを合一させることで、繰り返された戦争の最中、未来に希望を抱き現状に耐えようとしていたと

考えられる。「螺旋」は音楽名人、クネヒト、ティートの三者間の精神の継承においても表現されてい

る。この三者間において、「音楽の精神」が継承されるが、それにはヘッセが両親に見た奉仕の精神が

反映されている。精神を他者に移植することによって、精神はそのままコピーされるのではなくそれ以

上のものに変化することが作中語られる。音楽名人がカスターリエンでクネヒトを教育した一方、クネ

ヒトはより多くの他者へ音楽の精神を広めるために世間へと赴いたという設定は、音楽名人から受け継

いだ精神が一段と高められたことを示している。ところで、精神世界に住まう主人公が世間へ接近する

という設定は、『シッダールタ』以降描かれてこなかった。晩年、ヘッセは共同体をテーマとした『東

方巡礼』および『ガラス玉遊戯』を執筆したが、両作品において共同体と世間との関わりに差異が見ら

れる。前者では、共同体と世間は接点を持たないが、後者では、共同体の世間への接近が感じ取れる。

このように世間の扱われ方が違うのは、衰退しつつある西洋の文化を保護するためには、『東方巡礼』

に登場する結社や『ガラス玉遊戯』のカスターリエンといった共同体だけでは不可能であり、共同体と

世間の交流が不可欠であるとヘッセが認識するに至ったからだと言える。『シッダールタ』執筆期以来

ヘッセは再び世間へと接近したが、そのことは、いかに西洋の文化的衰退に対して危機感が強かったか

を表している。本作品でヘッセは螺旋という表象によって、キリスト教的奉仕の精神や西洋の文化の存

続および発展を暗示し、未曾有の大惨事を迎える西洋の救出を模索したと言える。 

 これらの考察から、本論は以下の結論に達する。ヘッセは東洋と深く関わったが、それに没入したの

ではなかった。彼は西洋人としての立場を捨てることなく東洋に取り組み、自身や困窮した時代に生き

るドイツの人々やヨーロッパにとって、東洋がどのような意味を持ち得るかを終生探求し続けた。その
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際、現実の地理的東洋は抽象化されていき、イタリアという南の地域とさえ結びつき〈東方〉という表

象となる。ヘッセ自身、「光は東方より（Ex Oriente Lux）」という言葉に言及したことがあるが、〈東方〉

は、西洋にとっての光、すなわち、彼にとって衰退するように思われる西洋を救出するための手段であ

った。 
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論文審査の結果の要旨

氏 名 I大杉奈穂

論文題 H IへIレマン・ヘッセにおける凍方〉

要 旨

ヘルマン・ヘッセは東洋と関係の深い作家である。それにはまず、両親ともにインドで直教活動を行った経験があ

るなど（犀親はインド牛まれ）の初恙慰党や、アジアヘの関心を高めていた時団訟例といった個人的・時代的な背景

がある。しかし、それだけでは長年に渡るヘッセの関心の高さを1-分にば悦明できない。にもかかわらず、先行研究
はヘッセが生涯を通じて東洋と取り組んだ理由を明確にしてこなかった，また、先行研究ではヘッセにとっての東洋

とはインド、中国、東南アジア、西アジアであるということが自明の前提となっているが、彼の思い描く東洋はそも

そも現実の東洋と必ずしも一致していない。こうした問嗚憶識をもとに、ド論文はヘッセの作品のうち『クリングゾ

ルの最後の夏』、『シッダールタ』、『荒野の狼』、『ガラス玉遊戯』を中心に分析を行い、書簡なども参照しながら、ヘ

ッセ作品に表象されている束洋、すなわち〈東方〉とは何かを明らかにした上で、彼が 〈東方〉をどのように受容し、

なぜ終生凍方〉にこだわり続けたのかについて考察している。

這文は 1序論jで先行麟を検肘し、ヘッセの上記4本の小説をそれぞれ扱った4つの章と、論文全体をまと

めて今後の展望を示した「結論Jによって構成されているc

第 1章では『クリングゾルの最後の夏』を手がかりに、ヘッセ独自の償U介がどのように形成されたかが明ら
かにされている。ヘッセにとつてはもともと南が救済の地を意味していたc その後、関心は東に移るが、菊祭に旅行

して現実の東南アジアを体験することで、東は救済の地であり続けながらも失望の地となる。東南アジア旅行後、ヘ

ッセはもはや東を手放しで賛美することができず、イタリア語圏スイスという南をより現実的な理想郷とみなすよう

になり、実際にそこで暮らすようにもなっt;:..,,『クリングゾルの最後の夏』はイタリア語圏スイスを舞台にした小説
だが、本論文は、その土地に東洋的な要素が導入されることによって南と東が統合しているとギ脹する。つまり、イ

タリア語固スイスの森に東南アジアの森が重ね合わされ、南と東は合ーして地理的な意味での東洋とは異なる〈東方〉

が形成されているというのである。現実の地理的東洋が抽象化され、イタリア語圏スイスという南の地域と結びつい

て〈東方〉という表象となっているという指摘は執筆者独自のもので、非常に重要なものである。

第 2章では、インドを舞台にした小説『シッダールタ』に、仏教思想のみならず老子の思想が色溢く反映してい

ることが示される。ヘッセは東南アジア旅行で失望を味わったことによってインドから離れ、代わりに中国に注目す

るようになっt:.,,特に大きな関心をもったのは老子の思想で、リヒャルト・ヴィルヘルムによる『老｛道徳経』の独

訳を桔読した」その影響は『シッダールタ』の全般的な言語表現のみならず、たとえば渡し守ヴァ-→スデーヴァが老

＋を初彿とさせる人物として登場する点にも見られることが、詳細な分析によって明らかにされている。さらに彼の

届場所である川には、老十の言う絶対的存在であるタオが反映されている、と執箪者は主張し、シッダールタはその

ょうなものとしてのヴァースデーヴァと川から学び、絶灼均存在と合——して最高の境地に達したと解釈する。 また、

川や愛のモチーフは老子の思想だけでなくキリスト教やインド思想とも関連している点が指摘され、ヘッセは老子の

恩想との取り組みむ勇じて、真理は国や時代の違いを越えて普逼であることを認識したと結論づけられる。仏教思忠

や老子の思想についての理解にまだ不十分な点があるものの、作中、仏陀は幼児のようだと記述されている部分に老

子の影響を見ていることはすぐれた指摘であり、特箪に値する。

主戟

氏名（自薯） 心才衷；



第3幸は『危野の狼』におけるインド思想および「合・ (E:inheit)」の概念に江Hしている，，この小説の主人公は、

仮面舞跨会において現実世界と自己の内面批界との間に存任した垣根を取り払い、長年失っていた他者との結びつさ

を回復する。この場面には一見、ナチズムの時代の群~菜心理を肯定したものともとらえられかねない危うさがあるが、
実はヴューダ-‘ンタ哲学の「汝はそれなり」という教えを反映しており、群集心理の肖走~とは無関係であるという執
笙者の主張が、本論又では十分な諒得）」をもって根拠づけられている。また、執筆者によればこの蝙面は、ヘッセが

インド思想と老子の思想から生み出した「合ーIの概念とも関連している。この「合―・」には、絶対的存在そのもの、

およ岱絶対的イ廿Eの中で存在物が調和している状態という 2つの，意味がある。仮面舞踏会で他者との体化を体険

した後、主人公は魔術劇楊で自身の内面と対峙する。このような物語の流れは、ヘッセが全体の詞和を誼視する東洋

的な考えを精神的支和こすると同時に、個を慈重しようとするヨーロッパ的な態度も有していたことを示すものであ

るという解釈は、第4章の東洋と西洋の「合一」というテーマにつながっていく。

第 4章は『ガラス玉迎裁lに見られる「螺旋」のモデルについて考察している。この小説は東洋的な転生の思想
が物語の構迭の中核にあり、主人公には前世でどのように生きたかを想像して履歴書を掛く課類が課せられる。また、

世界をヴィシュヌによる生成とシヴァによる消滅の術環として兄るインドの忙界娯も立場人物のいから語られる。本

作点でヘッセがこのような東洋的循環」を西洋の進歩史観的「泊線」と合させ、「螺旋」という新たな発展モデ

ルを作り出した、というのが本革のテーゼである。朝箸者によれば、「螺旋」は複数の登場人物のあいだで行われる

精神の継承においても表現されている。桔神を他者に伝える際、精神はそのままコピーされるのではなくそれ以＿1•の，

ものに変化することが作中語られるからであるe 「螺旅」は、ヘッセが東洋と西洋のどちらか一カを偏璽せず、それ'

らを合させたことの表れである、と執箪者は十張する。そして、西洋の文化的衰退に対して強い危機感を抱いてい

たヘッセが、螺旋という表象によって、キリスト教的奉仕の精神や西洋の文化の存統および発屎を暗示し、未曾有の

大惨市を迎える西洋の救出を模索したと結諭づけられている。

ヘッヤのテクストを丁判こ読み込んだ、了・堅い論文に仕上がっていな仏教思想や老子の思想をはじめとする東洋

古典思想についての理解に必ずしも十分ではない点があり、『老[•道徳径』とヘッセの書いたテクストを比較すると
きの方法論についても検討の余地が残されてはいるものの、本論文における議諭の有効性を摂なうものではなく、今

後の課団としてとらえるべきだろう。ヘッセの亘う東洋が必ずしも地理的な概念ではないという指摘や、作品にみら

れる「螺旋-のモデルから東西の思想の合ーを目指したヘッセの姿勢を読み取っている点は新しい見地であり、高く

胴i1fiできる。また、ヘッセの東洋への関心が単に個人的な動機によるものでぱなく、二度の大戦を経験する西洋社会

を救出しようとするものであったことを示すことにより、 1人」向的で社会情勢にコミットしないf佳家というヘッセの一

般的なイメージを払拭することにも成功している。

以上の審査結呆により、審釜委員会は論文提出者人杉奈穂がt尊土（文学）の学位を授与されるに値するとの結論に

達した。

審査委員

-, --

区分 識名 氏 名（自署） 区分 1！ 駈名 氏 名（自習）

--̂ 

翠叶＃甚主査 教校 汎軍哀；各 副査 講師

．i 副査 教授 ＼虚覧之 副査 京都大学 松村月Ii彦教授
ー・

l＼ふ fit巾｀ 副歪 准教授
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